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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結

累計期間
第67期

会計期間

自平成29年
 ４月１日
至平成29年
 ９月30日

自平成30年
 ４月１日
至平成30年
 ９月30日

自平成29年
 ４月１日
至平成30年
 ３月31日

売上高(千円) 3,766,177 4,321,386 7,744,791

経常利益(千円) 123,561 121,963 260,869

親会社株主に帰属する四半期(当

期)純利益(千円)
87,430 89,968 172,777

四半期包括利益

又は包括利益(千円)
176,863 326,153 93,603

純資産額(千円) 5,020,937 5,191,541 4,937,329

総資産額(千円) 8,784,245 8,871,659 8,556,590

１株当たり四半期(当期)純利益

(円)
14.58 15.01 28.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益(円)
― ― ―

自己資本比率(％) 44.6 46.1 46.0

営業活動による

キャッシュ・フロー(千円)
152,841 373,276 435,383

投資活動による

キャッシュ・フロー(千円)
△80,893 △183,974 △200,640

財務活動による

キャッシュ・フロー(千円)
△15,298 112,974 △221,592

現金及び現金同等物の四半期末

(期末)残高(千円)
1,238,965 1,484,845 1,199,336
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回次
第67期

第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成29年
 ７月１日
至平成29年
 ９月30日

自平成30年
 ７月１日
至平成30年
 ９月30日

１株当たり四半期純利益(円) 1.41 0.28
 

(注) 1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

    2. 売上高には、消費税等を含んでおりません。

3. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

4. 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値

で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推

移しました。一方、世界経済は、緩やかに回復しているものの、米中貿易摩擦の激化による影響が懸念され、先行

き不透明な状況となっております。

当社グループの主要な取引先である自動車業界では、軽自動車の販売が好調で、登録車の販売落ち込みを補う形

となり、国内の新車販売台数は前年同期比で微増となりました。

このような経済環境の中で、当社グループの連結業績は、売上高は4,321,386千円（前年同期比14.7％増）、営業

利益は98,032千円（前年同期比635.5％増）、経常利益121,963千円（前年同期比1.3％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は89,968千円（前年同期比2.9％増）となりました。

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、8,871,659千円（前連結会計年度末8,556,590千円）とな

り、315,069千円増加しました。流動資産は4,614,702千円となり182,209千円増加し、固定資産は4,256,957千円と

なり132,859千円増加しました。

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、3,680,118千円（前連結会計年度末3,619,260千円）とな

り、60,857千円増加しました。流動負債は2,809,607千円となり187,583千円減少し、固定負債は870,510千円となり

248,441千円増加しました。

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、5,191,541千円（前連結会計年度末4,937,329千円）とな

りました。

(当社グループは単一の事業セグメントにより構成されているため、業績の状況についてセグメントに関連付けて

記すことはしておりません。)

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ、285,509千円増加し1,484,845千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、営業活動の結果得られた資金は、373,276千円（前年同期は152,841千円）

となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、投資活動の結果支出した資金は、183,974千円（前年同期は80,893千円）と

なりました。

これは主に、有形固定資産の取得によるものであります。　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間において、財務活動の結果得られた資金は、112,974千円（前年同期は15,298千円の支

出）となりました。

これは主に、長期借入による収入によるものであります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、40,151千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末　
現在発行数(株)

(平成30年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年11月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,000,000 6,000,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数

1,000株

(単元株式数は当

第２四半期会計

期間末時点では

1,000株、提出日

現在では100株で

あります。)

計 6,000,000 6,000,000 － －
 

(注）平成30年３月23日開催の取締役会決議により、平成30年10月１日をもって、単元株式数を1,000株から100株

に変更しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式総
数増減数

(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成30年7月1日～

平成30年9月30日
－ 6,000,000 － 715,000 － 677,955
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自
己株式を除
く。)の総数に
対する所有株
式数の割合
(％)

株式会社ミツバ 群馬県桐生市広沢町１－2681 3,186 53.14

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２－12－６ 300 5.00

株式会社横浜銀行

（常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社）

神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１

(東京都中央区晴海１－８－12晴海アイランドトリ

トンスクエアオフィスタワーZ棟)

250 4.17

タツミ取引先持株会 栃木県足利市南大町443 201 3.35

タツミ従業員持株会 栃木県足利市南大町443 163 2.72

三菱UFJ信託銀行株式会社

（常任代理人　日本マスター

トラスト信託銀行株式会社）

東京都千代田区丸の内１－４－５             

(東京都港区浜松町２－11－３)
150 2.50

セコム損害保険株式会社 東京都千代田区平河町２－６－２ 150 2.50

第一生命保険株式会社

（常任代理人 資産管理サー

ビス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町１－13－１

(東京都中央区晴海１－８－12晴海アイランドトリ

トンスクエアオフィスタワーZ棟)

100 1.67

浜銀ファイナンス株式会社 神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１ 100 1.67

株式会社桜井製作所 群馬県桐生市境野町６－430－４ 67 1.12

計 － 4,667 77.85
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

－
単元株式数

1,000株4,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,992 同   上
5,992,000

単元未満株式
普通株式

－ －
4,000

発行済株式総数 6,000,000 － －

総株主の議決権 － 5,992 －
 

(注）平成30年３月23日開催の取締役会決議により、平成30年10月１日をもって、単元株式数を1,000株から100株

に変更しております。

 
② 【自己株式等】

    平成30年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数(株)

他人名義所有株
式数(株)

所有株式数の合
計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社タツミ
栃木県足利市南大町

４４３番地
4,000 － 4,000 0.07

計 － 4,000 － 4,000 0.07
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,199,336 1,484,845

  受取手形及び売掛金 931,254 938,229

  電子記録債権 799,936 713,741

  商品及び製品 142,946 114,283

  仕掛品 360,269 459,556

  原材料及び貯蔵品 581,829 506,536

  未収入金 383,706 368,660

  その他 33,213 28,848

  流動資産合計 4,432,492 4,614,702

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 2,865,198 2,966,577

    減価償却累計額 △1,609,460 △1,653,774

    建物（純額） 1,255,738 1,312,803

   構築物 170,988 170,988

    減価償却累計額 △140,489 △142,045

    構築物（純額） 30,499 28,942

   機械及び装置 5,615,634 5,832,205

    減価償却累計額 △3,829,148 △4,014,442

    機械及び装置（純額） 1,786,486 1,817,763

   車両運搬具 27,797 29,547

    減価償却累計額 △13,933 △16,817

    車両運搬具（純額） 13,863 12,730

   工具、器具及び備品 495,538 527,569

    減価償却累計額 △359,794 △385,302

    工具、器具及び備品（純額） 135,744 142,266

   土地 181,111 231,341

   リース資産 147,555 148,260

    減価償却累計額 △19,212 △26,474

    リース資産（純額） 128,342 121,786

   建設仮勘定 31,149 19,739

   有形固定資産合計 3,562,936 3,687,372

  無形固定資産   

   借地権 4,892 4,892

   ソフトウエア 2,791 2,295

   その他 847 847

   無形固定資産合計 8,531 8,035

  投資その他の資産   

   投資有価証券 150,851 119,557

   長期前払費用 21 21

   退職給付に係る資産 335,755 351,997

   繰延税金資産 3,289 3,305

   その他 62,710 86,665

   投資その他の資産合計 552,628 561,548

  固定資産合計 4,124,097 4,256,957

 資産合計 8,556,590 8,871,659
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 381,780 326,244

  短期借入金 855,000 790,000

  1年内返済予定の長期借入金 261,108 245,838

  リース債務 24,332 36,003

  未払金及び未払費用 1,202,647 1,086,523

  未払法人税等 32,887 57,110

  賞与引当金 166,688 166,861

  役員賞与引当金 4,627 6,396

  その他 68,120 94,629

  流動負債合計 2,997,191 2,809,607

 固定負債   

  長期借入金 408,001 687,947

  リース債務 117,050 90,645

  長期未払金 5,970 5,970

  繰延税金負債 72,246 37,280

  退職給付に係る負債 18,801 48,667

  固定負債合計 622,069 870,510

 負債合計 3,619,260 3,680,118

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 715,000 715,000

  資本剰余金 701,775 701,775

  利益剰余金 2,570,518 2,588,544

  自己株式 △1,808 △1,808

  株主資本合計 3,985,484 4,003,511

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 54,582 32,734

  為替換算調整勘定 △182,244 △20,508

  退職給付に係る調整累計額 74,846 71,412

  その他の包括利益累計額合計 △52,816 83,638

 非支配株主持分 1,004,661 1,104,391

 純資産合計 4,937,329 5,191,541

負債純資産合計 8,556,590 8,871,659
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 3,766,177 4,321,386

売上原価 3,358,183 3,835,659

売上総利益 407,994 485,727

販売費及び一般管理費 ※  394,665 ※  387,695

営業利益 13,328 98,032

営業外収益   

 受取利息 5,536 1,134

 受取配当金 2,794 3,316

 設備使用料 6,413 1,029

 為替差益 103,514 10,830

 その他 4,663 16,170

 営業外収益合計 122,922 32,482

営業外費用   

 支払利息 9,336 6,417

 その他 3,352 2,133

 営業外費用合計 12,689 8,551

経常利益 123,561 121,963

特別利益   

 固定資産売却益 - 13

 特別利益合計 - 13

特別損失   

 固定資産除却損 3,938 696

 減損損失 437 16

 特別損失合計 4,376 713

税金等調整前四半期純利益 119,184 121,263

法人税等 66,783 39,389

四半期純利益 52,401 81,873

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △35,028 △8,094

親会社株主に帰属する四半期純利益 87,430 89,968
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 52,401 81,873

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,883 △21,847

 為替換算調整勘定 118,072 269,561

 退職給付に係る調整額 2,505 △3,433

 その他の包括利益合計 124,461 244,279

四半期包括利益 176,863 326,153

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 164,663 226,423

 非支配株主に係る四半期包括利益 12,200 99,729
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 119,184 121,263

 減価償却費 197,318 288,387

 減損損失 437 16

 有形固定資産除却損 3,938 696

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △13,252 △16,242

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,463 5,222

 賞与引当金の増減額（△は減少） 1,516 173

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,429 1,769

 受取利息及び受取配当金 △8,331 △4,451

 支払利息 9,336 6,417

 為替差損益（△は益） △95,342 △149

 有形固定資産売却損益（△は益） - △13

 売上債権の増減額（△は増加） 64,732 89,242

 たな卸資産の増減額（△は増加） 10,293 5,069

 仕入債務の増減額（△は減少） 179,948 △54,256

 未払金の増減額（△は減少） △167,384 △86,629

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 39,499 9,986

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △56,586 24,420

 小計 289,202 390,923

 利息及び配当金の受取額 8,322 4,449

 利息の支払額 △9,348 △6,483

 法人税等の支払額 △135,334 △15,613

 営業活動によるキャッシュ・フロー 152,841 373,276

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △10,000 -

 有形固定資産の取得による支出 △79,407 △159,738

 有形固定資産の売却による収入 - 30

 投資有価証券の取得による支出 △121 △123

 投資その他の資産の増減額（△は増加） 8,635 △24,142

 投資活動によるキャッシュ・フロー △80,893 △183,974

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △203,520 △65,000

 長期借入れによる収入 - 400,000

 長期借入金の返済による支出 △131,984 △135,324

 リース債務の返済による支出 △4,431 △14,879

 非支配株主からの出資受入による収入 396,684 -

 配当金の支払額 △72,047 △71,822

 財務活動によるキャッシュ・フロー △15,298 112,974

現金及び現金同等物に係る換算差額 7,804 △16,766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 64,454 285,509

現金及び現金同等物の期首残高 1,174,511 1,199,336

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,238,965 ※  1,484,845
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結子会社の事業年度等に関する事項の変更)

従来、決算日が12月31日であった連結子会社２社については、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との

間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりました。第１四半期連結会計期間より、連結財務

情報のより適正な開示を図るため、ピーティー・タツミ・インドネシアは決算日を3月31日に変更し、また、コ

ルポラシオン・タツミ・デ・メヒコ・エス・エー・デ・シー・ブイは連結決算日に仮決算を行う方法へ変更して

おります。

これらの変更に伴い、当第２四半期連結累計期間は平成30年１月１日から平成30年９月30日までの９ヶ月間を

連結し、連結損益計算書を通じて調整しております。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　(税金費用の計算)

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

　　

(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 当社は運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行７行と当座貸越契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

当座貸越極度額 2,500,000千円 2,500,000千円

借入実行残高 855,000 790,000

 差引額 1,645,000 1,710,000
 

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

当座貸越極度額 2,000千米ドル 2,000千米ドル

借入実行残高 　　　　　　　　　　―  　　　　　　　　　 ―

　差引額 　　　　　　　　 2,000 　　　　　　　　 2,000
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　 ※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

給与 93,227千円 120,980千円

賞与引当金繰入額 14,024  14,960  

役員賞与引当金繰入額 4,627  6,396  

退職給付費用 △63  △975  

運搬費保管料、荷造包装費 129,149  137,336  
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金勘定 1,300,965千円 1,484,845千円

預入期間が３か月を超える定期預金 62,000 ―

現金及び現金同等物 1,238,965 1,484,845
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月９日

取締役会
普通株式 71,951 12.00 平成29年３月31日 平成29年６月６日 利益剰余金

 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月８日

取締役会
普通株式 71,942 12.00 平成30年３月31日 平成30年６月５日 利益剰余金

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、自動車用部品事業の単一のセグメントであるため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益 14円58銭 15円01銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 87,430 89,968

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

87,430 89,968

普通株式の期中平均株式数(株) 5,995,955 5,995,173
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　　　　　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成30年11月７日

株式会社タツミ

 取締役会 御中

新宿監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 末   益   弘   幸 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 壬　　生　　米　　秋 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タツミ

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タツミ及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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